
2023年度　久留米大学　後期理系　第５問

問題 xyz空間において，

立体 A：Y x · 1

y · 1

z ¸ 0

立体 B： x + y · 2¡ z

があり，立体 Aと立体 Bの共通部分からなる立体を Tとするとき，立体 Tの体積 Vを求める。

(1) 立体 Tの zのとりうる値の範囲は み · z · む である。

(2) 立体 Tにおいて，zの め · z · も の部分は，立体 Bそのものである。

(3) 立体 T を平面 z = t で切った切り口の面積を求める。 み · t · め のとき，その切り

口の面積は や ¡ ゆ t よ であり， め · t · も のとき，その切り口の面積は

ら # り ¡ t; る

である。

(4) 立体 Tの体積は れ である。
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